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Ⅰ 女性活躍推進部の所管事業

１ 男女共同参画推進費

２ 女性活躍・ワークライフバランス推進費

３ 女性デジタル人材・起業家育成事業費

４ （新）女性のキャリアの保健室事業費

５ 市民参加推進費

６ 女性相談事業費

７ 母子生活支援施設等運営費

８ 母子生活支援施設整備特別補助金

９ 女性相談つながりサポート事業費

令和４年度 事業女性活躍推進部 令和６年度実施事業
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Ⅱ 令和６年度事業内容

１ 男女共同参画推進費

男女共同参画社会を実現するため，第２次あさひかわ男女共同参画基本計画に掲げる目標達
成に向け，庁内推進体制を活用しながら，啓発活動をはじめとする各種施策を推進するととも
に，パートナーシップ宣誓制度や LGBTQ 相談窓口などにより性的マイノリティへの支援を実
施した。

⑴ 男女共同参画審議会
委員 12 名 年２回開催
＜令和 6年度実施内容>
ア 令和６年度女性活躍推進部実施事業について（第 58回及び第 59 回）
イ 男女共同参画プランの策定について（第 58回）
ウ 男女共同参画に係る市民意識調査の実施について（第 58回）
エ （仮称）旭川市ジェンダー平等プラン基本方針（案）について（第 59回）
オ 第２次あさひかわ男女共同参画基本計画令和５年度主要施策実施状況報告書(案)について（第 59 回）
カ 令和６年度男女共同参画に関する市民意識調査報告書について（第 59回）
キ 令和６年度男女共同参画に関する事業者意識調査報告書について（第 59回）

⑵ 男女共同参画苦情処理委員制度
条例に基づき苦情処理委員2名を配置し,男女共同参画に係る市の施策についての苦情及び

男女共同参画を阻害すると認められる申し出に対して助言。
<令和６年度実績>
なし

⑶ 男女共同参画研修会
男女共同参画をテーマとした研修会を開催。（年 3回）

<令和 6年度実績>※詳細は資料６を参照
ア 「企業におけるLGBTQに関しての取り組み～LGBTQ当事者の声と共に～」
イ 「LGBTQ 当事者家族とのおはなし会～トランスジェンダーの子の母として，私の経験シェアします！～」
ウ 講演「脱・熟年離婚！夫婦ではじめる『○○家作戦会議』」

⑷ 男女共同参画出前講座
男女共同参画をテーマとした講座開催に当たり担当職員等を講師として派遣する。
（年 5箇所 6回）

<令和６年度実績> ※詳細は資料６を参照
ア 北海道教育大学旭川校（in きゃんぱす）
イ 旭川市旭星地区民生児童委員協議会
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ウ あさひかわ若者サポートステーション
エ 旭川工業高等学校
オ 日本政策金融公庫旭川支店

⑸ 性的マイノリティへの支援
ア 旭川市パートナーシップ制度有識者会議

パートナーシップ宣誓制度の制度内容や運用等について専門的見地からの意見を聴取。
委員８名 年 1回開催

イ 旭川市パートナーシップ宣誓制度
令和 6年 1月 16日制度開始
宣誓組数 令和５年度：2組，令和６年度（1月末現在）：7組

ウ LGBTQ相談窓口
(ｱ) LGBTQ電話相談
令和６年２月６日開設
毎月第１火曜日 16:00～19:00 相談員 1名体制
相談件数 令和５年度：３件，令和６年度（1月末現在）：15件

(ｲ) LGBTQ LINE 相談
令和 6年 8月 23日開設
毎月第 4金曜日 19:00～22:00
委託先：NPO法人北海道レインボー・リソースセンターＬ-Port
相談件数 令和６年度（1月末現在）：20 件

エ 【再掲】男女共同参画研修会
(ｱ) 「企業におけるLGBTQに関しての取り組み～LGBTQ当事者の声と共に～」
(ｲ) 「LGBTQ 当事者家族とのおはなし会～トランスジェンダーの子の母として，私の経

験シェアします！～」
※詳細は「⑶ 男女共同参画研修会」に記載。

⑹ 令和６年度男女共同参画に関する市民意識調査及び事業者意識調査
男女共同参画に関する市民の意識や実態，ニーズを把握し，今後旭川市が取り組むべき男

女共同参画に係る施策の検討や，（仮称）旭川市ジェンダー平等プラン策定の基礎資料とする
ために実施。
ア 市民意識調査
住民基本台帳から 18 歳以上の男女 2,000 人を無作為抽出して実施（回収率：25.8％）。
調査内容は，男女平等の意識，仕事と生活の調和，男女の人権，性の多様性，男女共同参画

に関する認知度。
イ 事業者意識調査
旭川商工会議所及び旭川商工会議所議員の全 100 事業所に実施（回収率：46.0％）
調査内容は，女性活躍の推進，仕事と生活の調和，職場環境，男女共同参画社会づくりに
関する行政の取組。
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⑺ 地域における男女共同参画推進のための事業企画研修への参加
期間：令和 6年 6月 25日～令和 6年 6月 26 日
場所：国立女性教育会館（埼玉県比企郡嵐山町菅谷７２８）

２ 女性活躍・ワークライフバランス推進費

各企業単独では実施が難しい女性の参画と男性の家庭参画を推進するため，市内企業への取
組の呼びかけ，研修等の啓発事業や交流事業を実施し，本市における経済分野の男女共同参画
を推進した。

⑴ 多様な働き方推進事業者関係
多様な働き方に積極的に取り組んでいる事業者の表彰と認定をすることにより，市内企業

等の意識向上と職場環境整備の促進を図る。
<令和６年度実績>
ア 令和６年度表彰者
・千代田電装工業株式会社
・社会福祉法人 北海道療育園
・株式会社総北海

イ 令和６年度認定事業者

⑵ 多様な働き方アドバイザー派遣関係
仕事と生活の両立支援や，誰もが働きやすく活躍できる職場環境づくりに取り組もうとす

る事業者に対し，アドバイザーを派遣する。
<令和６年度実績>
・なし

⑶ 多様な働き方セミナーの開催
誰もが働きやすく活躍できる職場環境づくりを促進するため，市内事業者を対象に，職場

環境づくりセミナーを開催する。
<令和６年度実績>
ア セミナー「人材の確保と定着のためには？」
働き手に「選ばれる企業」になるための様々な手法について、分かりやすく説明。

認定区分 認定数 事業者名

プラチナ認定 １者 ・社会福祉法人 北海道療育園

ゴールド認定 ２者 ・国立大学法人 旭川医科大学
・公立大学法人 旭川市立大学

シルバー認定 ２者 ・株式会社総北海
・株式会社朝日М＆Ｇ

ブロンズ認定 １者 ・千代田電装工業株式会社
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開 催：令和 6年 5月 30日
講 師：旭川市多様な働き方アドバイザー／特定社会保険労務士

社会保険労務士法人プラスワン 猫塚 優 氏
参加者：市内企業 10 社（16名）

⑷ はたらくあさひかわ掲載
委託事業者：クウェスト合同会社
多様な働き方推進事業者を旭川市企業情報提供サイト「はたらくあさひかわ」に掲載し，

優れた取組を行っている企業を PRするとともに，市内企業における多様な働き方推進の取
組を促進する。
<令和 6年度実績>
ア 令和 6年度旭川市多様な働き方推進進事業者表彰者（3者）の紹介記事を掲載
イ 令和 6年度旭川市多様な働き方推進進事業者認定者（6者）の一覧を掲載

⑸ 多様な働き方推進事業者合同企業説明会
開 催：令和 6年 8月 18日
出展者：６社（旭川信用金庫，有限会社アウトバーン，株式会社廣野組，株式会社パーソナ
ルベスト，社会福祉法人北海道療育園，株式会社ササキ工芸）
参加者：13 人

⑹ 働く女性のネットワーク形成セミナー
企業で働く女性を対象に，キャリア形成へつながる意識醸成や企業の枠を超えたネット

ワークづくりを支援するセミナーを開催。
<令和６年度実績> ※詳細は資料６を参照
ア 働く女性のしゃべり場ナイト「SNACK BAR TAKAKO」

⑺ 女性活躍研修事業
女性活躍を支える環境づくりを進めるため，ジェンダーによらない家庭参画をテーマに，

社会における役割分担意識の解消や男女共同参画の意識醸成を図ることを目的とした連続講
座を開催。
また，女性活躍推進イベントつなぐ・つながる！において，起業に関するロールモデル等

を紹介する研修や，来場者に対し，連続講座の事業周知を実施。
委託事業者：ノースコネクション（委託料 1,053,250 円）

<実施テーマ> ※詳細は資料６を参照
ア スタートアップセミナー～『自分らしい起業につながる第一歩。ロールモデルに学ぶ道

のりと絶対必要な SNS』
イ 「～知って安心♪家族の介護～」（全４回）

⑻ 女性の健康づくりスポーツ交流事業
女性特有の健康課題に関する講座とスポーツ交流によるイベントを実施。
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委託事業者：株式会社ヴォルフェ（委託料 550,000 円）
ア 「Women's Active Day Day1」
イ 「Women's Active Day Day2」

※詳細は資料６を参照

⑼ SNS投稿制作スキルアップセミナー
SNS広告制作に関するスキル習得セミナーと，セミナー受講者（希望者）へのOJTを実施。
委託事業者：株式会社RiiCA（委託料 729,300 円）

ア スキル習得セミナー ※詳細は資料６を参照
イ OJT

開 催：令和 6年 10月 1日～11月 5日
参加者：5名

⑽ 旭川未来会議 2030・女性活躍分野（女性活躍MEETING）
委員：12 名 開催回数１回
議題：女性のキャリアの保健室の常設について

３ 女性デジタル人材・起業家育成事業費

女性が経済的に自立し，ライフステージに応じて能力を活かし活躍できる社会を実現するため，
デジタルスキルの習得や企業とのマッチングを支援し，テレワークによる在宅就労など，デジタ
ル社会に対応した女性の再就職や起業の促進に向けて各種事業を実施した。

⑴ 女性起業家育成事業
ア 女性起業家育成事業 ※詳細は資料６を参照

委託事業者：LLPじもじょき net.旭川（委託料 838,882 円）
(ｱ) 起業・副業 先輩起業家の事例公開＆交流会「やってみたいをカタチにするヒント」
先輩女性起業家の体験談セミナーと交流会，女性起業家育成事業の概要説明を実施

(ｲ) 「じもじょき旭川 ステップアップセミナー」
起業に関する講話とグループワークによる研修（全４回）

イ 女性起業家マインドセットワークショップ「MINT」 ※詳細は資料６を参照
委託事業者：株式会社ラック（委託料 385,000 円）

(ｱ) 起業マインドセットに関するワーキングと，ネットワーク形成に向けた参加者交流
（全４回）

(ｲ) ワーキングスペースの無料開放（３か月間）

⑵ 女性デジタル人材育成事業
IT事務人材として必要なスキル習得を目指すオンライン職業訓練と就労支援を実施。
委託事業者：ヒューマンアカデミー株式会社（委託料 2,755,500 円）



7

ア IT ステップ旭川 ※詳細は資料６を参照
(ｱ) オンライン職業訓練の実施（９月～10 月/50 コマ・75時間）

IT基礎，Word 基礎・応用，Excel 基礎・応用，PowerPoint 基礎
業務自動化（RPA）入門，ローコード開発入門

(ｲ) 就労支援（11月～2月）
個人面談等（実施中）

４ （新）女性のキャリアの保健室事業費

未来会議２０３０女性活躍分やからの提案事業を基に，就労継続やキャリア形成に課題が生
じやすい女性の就労を支え，長く経済的自立を維持できるよう，専門家がアドバイスを行う「働
く女性」のための相談窓口について，相談試行とアンケートによるニーズ調査を実施した。

委託事業者 株式会社ネクストディケイドコンサルティング（委託料 3,450,000 円）

⑴ 相談試行
実施期間 令和６年７月１日～９月３０日の毎週水曜日（8/14 を除く全 12回）
相 談 員 中小企業診断士，キャリアコンサルタント
相談内容 働き方，キャリア形成，仕事と生活の両立，起業・副業
相談方法 対面またはオンライン
相談実績 32件（うち対面 23件，オンライン９件）

⑵ アンケート調査
実施期間 令和６年６月１７日～９月３０日
実施方法 オンラインフォーム
回 答 数 421 件

５ 市民参加推進費
市政に対する市民の参加を促し，市民が意見や提案をするための市民参加制度の運用により公

平・公正・透明な市政を推進した。

⑴ 市民参加推進会議

委員：12 名 年５回開催
＜令和 6年度実施内容（主要）>
ア 市民参加制度について
イ 令和５年度の市民参加の実施状況について
ウ 公募委員の応募・就任状況について
エ SNSの掲載について
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オ 市民参加の周知について

⑵ 報償費
託児支援 １件

⑶ 市民参加の各種制度に係る職員研修の実施
ア 意見提出手続（パブリックコメント）事務説明会（参加者：業務担当職員 7名）
イ 附属機関等の事務説明会（参加者：業務担当職員 13名）

⑷ 市民参加の取組状況調査の実施・公表
・前年度のパブコメ，附属機関等委員の公募，附属機関等会議の公開と会議録の公表，
委員等の会議への参加状況に関する調査の実施。

・前年度の取組結果に対する自己評価及び，翌年度の取組予定の公表。（5/20 公表）
・附属機関及び懇談会等の委員（参加者）の 4/1 及び 10/1 現在の就任状況を調査。

⑸ 庁内への周知・啓発
市民参加推進会議からの意見書を庁内に周知し，次年度以降の取組に反映する。
職員研修開催時に，意見書の内容を踏まえた取組について周知。

⑹ 市民参加推進会議による市民参加の推進状況の調査・改善
令和 6年 4月に附属機関の委員選任マニュアルを改訂した。
令和６年６月に附属機関や懇談会等の会議参加者に対する託児費用補助を開始した。

６ 女性相談事業費
女性相談室及び配偶者暴力相談支援センターにおいて，女性が抱える様々な問題，家族関係

や夫婦のこと，配偶者等からの暴力に関する相談を受けた。また，配偶者等からの暴力を受け
ている女性の保護及び相談支援を実施している民間シェルターを運営する者などを支援するこ
とで，女性の保護を実施した。

⑴ 女性相談室
女性が抱える様々な問題･家族関係・夫婦問題等の相談対応
<令和 6年度実績>
ア 相談件数：延べ 700件（うち電話対応 471 件）
イ DV件数：81件

R6年 12 月末日現在の件数

⑵ 民間シェルター運営事業補助金 705,793 円（※参考 R5年度決算額）
補助先：ウィメンズネット旭川
緊急一時保護施設（シェルター）を運営する民間団体への補助
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<令和５年度実績>（※参考 R5年度）
・大人２名，同伴児１名（受入日数１８日）

⑶ 庁内窓口相談業務連携会議
窓口同士の連携を密にし，ワンストップ機能の構築を進めるため，窓口相談対応に取り組

む庁内関係課と定期的に情報交換・課題共有を実施。
ア 第 1回
(ｱ) 開催：令和 6年 6月 5日
(ｲ) 内容：議題 2件 相談内容が複数課にまたがる場合の対応

相談員スキルアップ研修
周知 4件 窓口アンケート

住民基本台帳事務における支援措置に関する相談機関の意見記載
欄に係る警察署との協議を踏まえた変更
庁内窓口名簿及び引継ぎメモの活用
各種取組

イ 第 2回
(ｱ) 開催：令和 6年 12 月 25 日
(ｲ) 内容：議題 2件 庁内窓口相談業務連携会議構成課間における相談対応状況等調査の

集計結果
第２回相談員スキルアップ研修の開催

⑷ 相談員スキルアップ研修
多様で複雑な問題を抱える相談者への対応を強化するため，特に課題となっている法律的

な課題や精神的な問題を抱えている相談者へのより適切な対応・支援に関する研修を開催。
ア 第 1回
不当要求行為への対応
開 催：令和 6年 7月 18日
講 師：人事課コンプライアンス担当
出席者：17名

イ 第 2回
発達障害，精神障害の正しい理解と適切な対応
開 催：令和 7年 2月 20日
講 師：さっぽろCBT counseling space こころ sofa 代表 太田 滋春 氏
出席者： 名

⑸ 消耗印刷品費関係
ア 中学３年女子生徒への生理用品配付を介した相談窓口の周知

義務教育を終了することで公的支援に繋がりにくくなることが想定される中学３年生の
女子生徒を対象に，相談窓口周知カードを同封した生理用品を配付。
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＜R6配布実績＞
27 校 1,220 名

イ 相談員研鑽図書，事務用品購入
⑹ 相談員研修等
ア 令和６年度北海道・東北六県女性支援研究協議会及び女性相談関係職員研修会 1名

開 催：令和 6年 10月 7日～8日
開催地：かでる２・７（札幌市）
演題等：基調講演 親子の面会交流について

講師 北海道合同法律事務所 弁護士 内田 信也 氏
第２分科会 発達障害の概要と女性への援助
講師 北海道立女性相談支援センター 精神科医 長谷部 夏子 氏

⑺ 要保護女子緊急移送
札幌市まで移送（1回）。

７ 母子生活支援施設等運営費

児童虐待，DV，経済的理由等で特に生活に支援を必要とする母子を保護するため，保護を実
施した母子生活支援施設に対し，費用を支弁する。また，健康上必要があるにも関わらず，経
済的理由により入院出産ができない妊産婦を対象に助産を実施した助産施設に対し，費用を支
弁する。

⑴ 母子生活支援施設関係 （扶助費 105,605,839 円（※参考 R5年度決算額））
民間等母子生活支援施設に対する支弁

<令和 6年度実績>
（世帯）

1月 1日現在の件数

種類 延べ世帯数 退所世帯数
トキワの森 207 5
広域入所 なし なし
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⑵ 助産施設関係 扶助費 7,717,406 円（※参考 R5年度決算額）
助産施設に対する支弁

<令和 6年度実績>
（人）

R6年 12月末日現在までに助産施設退所報告があった件数

⑶ 医療費公費負担審査支払事務 （委託料 159 円）

⑷ 旭川市一時保護委託 （委託料 58,450 円）
道の一時保護によらず，市が保護を必要を認めた場合に実施。

８ 母子生活支援施設整備特別補助金

母子生活支援施設の環境整備の推進及び設置者である社会福祉法人旭川隣保会トキワの森の
財政的な負担を軽減するため，施設の建設に係る経費について補助を行う。
<令和 6年度実績>
(1) 福祉医療機構 償還金 10,473,200 円（元金 9,990,000 円+利子 483,200 円）
(2) 北洋銀行 償還金 2,186,908 円（元金 2,032,000 円+利子 154,908 円）
(3) うち市補助 11,660,000 円（償還金合計－1,000,000 円）

９ 女性相談つながりサポート事業費

不安や困難を抱える女性に対し，LINE 相談や居場所づくり事業を実施し，必要な制度や支援
に繋げていく。また，生理用品配布を介した相談事業の周知を実施。
委託事業者：困難を抱える女性に対する相談支援業務

労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団（委託料 3,491,070 円）
女性の居場所づくり事業
ノースコネクション(委託料 1,819,400 円)

施設名 人数
市立病院 3
厚生 4

赤十字 （休止中）
広域病院 0

合計 7
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(1) 困難を抱える女性に対する相談支援業務
ア LINE 相談窓口(あしたば相談)の開設

令和６年５月 27日開設
受信：24時間受付
返信：月～金(年末年始祝日除く) 19:00～22:00 相談員２名体制

<令和６年度実績>

↑現時点(12 月末現在)

(2) 女性の居場所づくり事業
ア つながるスペースDAY１

開 催：令和６年７月 24日 15:00～20:00
会 場：アッシュアトリウム
内 容：ワークショップ，相談支援，出張図書館．パネル展
参加者：40 名

イ つながるスペースDAY２
開 催：令和６年８月 21日 15:00～20:00
開 場：アッシュアトリウム
内 容：縁日，相談支援，出張図書館，パネル展
参加者：150名

ウ つながるスペースDAY３
開 催：令和６年 10月 2日 15:00～20:00
開 場：アッシュアトリウム
内 容：ワークショップ，相談支援，出張図書館．パネル展
参加者：50 名

エ つがるスペースDAY４
開 催：令和６年 11月 15 日 15:00～20:00
開 場：イオンホール
内 容：ワークショップ，相談支援，出張図書館．パネル展，セミナー
参加者：100名

種類 実績数
相談件数 91件

相談者数(実数) 42 人
友だち登録者数 131人
生理用品提供数 2,602 セット


